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背 景  

健康 のた めに 個人 がイ ンタ ーネ ット

のよ うな 科学 技術 を活 用す るこ とは 欧

米で は「 e ヘ ルス 」と 呼ば れ， 身体 活

動量 や食 生活 の改 善と いっ た健 康行 動

を増 進す るた めの ヘル スプ ロモ ーシ ョ

ンプ ログ ラム にお いて ，有 効な 方法 と

して 注目 を集 めて いる ．し かし ，我 が

国で は急 速な 少子 高齢 化が 進み ，中 高

年の 健康 増進 が課 題に なっ てい るに も

関わ らず ， e ヘル スに 関す る研 究は 十

分だ とは 言え ない ．イ ンタ ーネ ット 利

用率 は我 が国 でも 7 割 を超 え， e ヘ ル

スは 益々 有効 にな って くる こと が考 え

られ るが ，個 人が イン ター ネッ ト上 の

健康 情報 を適 切に 検索 し， その 情報 を

有効 に活 用す る能 力を 評価 する 尺度 す

らな いの が現 状で ある ．  

目 的  

本研 究の 目的 は， イン ター ネッ トの

よう な新 しい 科学 技術 を利 用し て， 適

切に 健康 情報 を活 用す るた めの 能力 (e

ヘル スリ テラ シー )尺度 を 開発 する た

め， eHealth Literacy Scale(eHEALS)

の日 本語 版を 作成 し， 我が 国に おけ る

妥当 性と 信頼 性を 検討 する こと であ る ． 

方 法  

eHEALS の 翻訳 に際 して ，原 著者 か ら

の許 可を 得て から ，翻 訳お よび 逆翻 訳

作業 を行 い，8 項 目か らな る eHEALS 日

本語 版を 作成 した ．社 会調 査会 社に モ

ニタ ー登 録し てい る 3000 名 (男 性 1500

名， 女性 1500 名 )を調 査の 対象 者と し

た． 調査 内容 は， 基本 属性 (性， 年 齢，

教育 歴 ，世帯 収入 ，婚姻 状 況 )，「相 互

作用 的，批判 的ヘ ルス リテ ラシ ー尺 度」

5 項 目， 「 eHEALS 日本 語版 」， 「イ ン

ター ネッ トで の情 報検 索頻 度」 ，「 イ

ンタ ーネ ット 上の 健康 情報 に対 する 認

識」 2 項 目， 「健 康情 報サ イト にア ク

セス する こと の重 要性 」， 「利 用し て

いる 健康 情報 の内 容」 ，「 利用 して い

る信 頼の おけ る健 康情 報サ イト 」，「 健

康情 報源 につ いて 」で ある ．   

また ，eHEALS 日本 語版 の再 テス ト信

頼性 を確 認す るた め， 初回 調査 の 2 週

間後 に， 初回 対象 者の 中か ら 200 名 を

抽出 して 再調 査を 実施 した ．  

結 果  

対象 者の 平均 年齢 は 39.6±10.9 歳

であ り， 教育 歴は 大学 卒が 45.0%， 既

婚者 が 60.1%，世帯 収入 は 300～ 500 万

円未 満が 28.2%で あっ た． eHEALS 日 本

語版 合計 得点 の平 均値 は 20.46±5.64

点，中央 値 (25 パ ーセ ンタ イル -75 パー

セン タイ ル )は 21.0(17.0-25.0)点で

あっ た．  

探索 的因 子分 析の 結果 (下 表 )，



eHEALS 日 本語 版は 1 因 子構 造で ある こ

とが 示さ れた ．さ らに ，構 成概 念妥 当

性を 検証 する ため ，確 証的 因子 分析 に

よっ て， 誤差 相関 を設 定し たモ デル で

適合 度指 標は いず れも 満足 な値 を示 し

た (GFI=.980，CFI=.983，RMSEA=.076)．  

信頼 性に つい て，eHEALS 日 本語 版の

内的 整合 性は 高い 値が 得ら れた (α

=.93)． 初回 調査 と再 調査 の eHEALS 日

本語 版合 計得 点間 の相 関係 数は .61 と

許容 範囲 の再 テス ト信 頼性 が示 され た ．

また ，eHEALS 日本 語版 の合 計得 点は 相

互作 用的 ，批 判的 ヘル スリ テラ シー 尺

度 5 項目 の平 均得 点と 有意 な相 関

(r=.54)があ り，基準 関連 妥当 性が 確認

され た．  

また ，eHEALS 日本 語版 合計 得点 の人

口統 計学 的特 性と して ，40 代，50 代 で

20 代 に比 較し て合 計得 点が 有意 に高

かっ た．  

さら に， e ヘ ルス リテ ラシ ーの 程度

とイ ンタ ーネ ット 上の 健康 情報 に対 す

る認 識を 明ら かに する ため ，eHEALS 日

本語 版合 計得 点の 中央 値で 高 e ヘル ス

リテ ラシ ー群 (高 eHL 群 )と 低 e ヘル ス

リテ ラシ ー群 (低 eHL 群 )の 2 群に 分け ，

認識 の差 を検 定し た． 結果 ，高 eHL 群

では イン ター ネッ ト上 の健 康情 報を 便

利で 信頼 でき ると 感じ てお り， 健康 情

報サ イト にア クセ スす るこ とを 重要 だ

と思 って いる こと がわ かっ た． さら に

高 eHL 群 の方 がイ ンタ ーネ ット 上の 健

康情 報を 取得 して おり ，そ の情 報内 容

も様 々で ある こと が明 らか にな った ．  

結 論  

 探 索的 因子 分析 によ り，eHEALS 日 本

語版 は， 原版 と同 じく ， 1 次元 構造 で

ある こと が示 され ，確 証的 因子 分析 に

より ，構 成概 念妥 当性 が確 認さ れた ．

ま た ， eHEALS 日 本 語 版 は 相 互 作 用 的 ，

批判 的ヘ ルス リテ ラシ ー尺 度と の相 関

がみ られ ，基 準関 連妥 当性 も確 認さ れ

た．  

信頼 性に 関し ては 、内 的整 合性 と再

テス ト信 頼性 も高 く， 尺度 とし ての 信

頼性 も高 いこ とが 確認 され た．  

表 eHEALS日本語版の因子負荷量とα係数 

項目 
因子負

荷量 

項目合計との 

相関係数 

1. どのような健康情報サイトが利用できるか .791 .757 

2. どこに役立つ健康情報サイトがあるか .793 .762 

3. 役立つ健康情報サイトの見つけ方 .807 .760 

4. 自分自身の健康状態についての疑問を解決するために，どのようにインターネット

を使用すればよいか 
.830 .776 

5. インターネット上で見つけた健康情報の活用方法 .865 .819 

6. インターネット上で見つけた健康情報サイトを評価することができるスキルがある .736 .726 

7. 質の高い健康情報サイトと質の低い健康情報サイトを見分けることができる .719 .713 

8. 健康状態について判断する際に，インターネットからの情報を活用する自信がある .752 .735 

固有値＝4.97 累積寄与率%＝62.1%  Cronbach α=.93 


